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５ 研究の目的 

未解決事件被疑者や行方不明人等の捜索に用いられる顔写真は古い昔に撮影されたも

のが多いため、これを現在の顔に近くなるように加齢化する必要がある。本研究は、個

別人物について追跡的に取得した 3 次元顔画像データを用いて、顔の経年変化を 3 次元

形状とテクスチャの両側面から統計的に解析し、得られた解析結果に基づいて任意の顔

写真を加齢化するシステムを開発するものである。 
 
６ 成果 

(1) 当初想定していた成果 
個別の人物から追跡的に得た約 10年間の開きがある 3次元顔画像データを用いること

で、想定どおり、加齢変化を知る上で極めて貴重な情報が得られた。特に、形状解析に

おいて得られた成果は、国際的にも新規性が高いものである。また、本研究ではこの個

別人物の検討に加えて 800 名超に及ぶ 3 次元顔画像の形状について主成分分析等を行っ

たが、これにより日本人の顔の形状の多様性に関する統計的に信頼できるデータが得ら

れた。 
 

 (2) 当初想定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
3 次元形状の解析は相同モデル化により行ったが、ここで用いた各種解析ツールは想

定していた以上に汎用性が高く、本研究のみならず、平成 23-24 年度に併行して行った

鳥類の骨の形状に関する研究に実際に活用され、平成 26 年から開始したヒト CT 画像の

各種骨の形状解析に関する研究にも用いており、本研究で得られたツールや解析ノウハ



ウの資産は今後の研究業務に有効活用される。 
また、当初 2 次元顔画像の 3 次元化については、既存のソフトウェアを改良して対処

する予定であったが、約 800 名から得られた相同モデルについて約 30 個の特徴点と 3
次元形状との関係を学習させることで顔写真から 3 次元形状を予測できるようになり、

本工程を独自開発することができた。 
 

 (3) 当初想定していたが得られなかった成果 
 テクスチャの加齢変化については、10 年前と現在とで 3 次元形状撮影装置の照明環

境が異なり、加齢前と加齢後の比較が難しい場合があった。これが原因となり、テクス

チャの加齢変化は想定していた程のパフォーマンスが得られていない。この点、複数の

解析法(主成分分析、WAVELET 解析)の適用やシワ画像の貼り込み機能の併用等により

補ったが、研究期間終了後も引き続き個別人物の経年変化データを取得し、加齢変化を

加えるためのデータをさらに充実させることが最も良い解決策と考えている。 
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